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ۙ年の大学生͕໘する՝

　ここからは、前ड़のように学生の就職活動の活動ྔがݮ
গする中で、学生が໘しがちな課題についてフォーカス
を当てていきたい。
　前ʑ年、前年の『就職活動2023』『就職活動2024』では、
与しているد定にܾࢥ探索がࣗ分らしい意ڥ・探索ݾࣗ
ことをड़てきた。「ࣗݾ探索」とは、ࣗ身の長所・所、志
向、生き方などについて、ࣗ分ࣗ身を٬観的に理ղするプ
ロセスを指す。一方、「ڥ探索」とは、未の事や職業の
ੈքをるために、情報収集や対を行うことを指す
（Stumpf	et	al.,	1983）。こうしたࣗݾ探索・ڥ探索がे
分だったかどうか、2025年卒の学生にࣗ身の認識をਘͶ
た設問には、6～7割がߠ定的な回答をした一方、1割前
後が探索活動のෆ足を認識していた（グラフ⁞）。

　就職先のܾ定に関して、બ社基準やܾ定プロセスについ
てのࣗ身の認識をਘͶた設問には、「就職先ܾ定を振り返る
と、҆қにܾめてしまったとײじる」「就職先について、も
っとਂく考えるきだったとࢥう」がڞに43.6％、「就職活
動中に、もっとଟくのબࢶを検౼すきだったとࢥう」
が52.1％など、4割から5割の学生が、બ基準がᐆດなま
ま、બࢶをे分に検౼せͣにܾ定した認識を示した（グ
ラフ ）。また、グラフ⁞の「ࣗ分のڧみや志向と、将来の
事のことをつな͛て考えることができた」では、「当ては
まる・計」は65.1％ではあるものの、「どちらともいえない」

（22.6％）、「どちらかというと当てはまらない」（9.2�）、「当
てはまらない」（3.1％）と、35％がߠ定的にはࣗ認してい
ないことが示された。
　これらから、内定が取ಘしやすい状況をഎܠに、ࣗݾ探
索・ڥ探索がෆे分なまま、軸やબ社基準が定まらない
状態で内定を取ಘする可能性が見て取れる。

̒ʙׂ̓の学生ࣗݾ୳ڥ・ࡧ୳͕ࡧできているとೝࣝ

ׂ̐લ後の学生たͪ ͕બ社ج४͕ຏ͔Εない··にܾஅ て͠いた

学生

学生

⁞ ब৬׆ಈͷ͏ͪ ೝࣝݾ୳索ʹؔ͢るࣗڥ୳索ɾݾࣗ

  ब৬׆ಈͷ͏ͪ બ社ج४ܾఆプロηεʹؔ͢るࣗݾೝࣝ

■	当てはまる　■	どちらかというと当てはまる　■	どちらともいえない　■	どちらかというと当てはまらない　■	当てはまらない

■	当てはまる　■	どちらかというと当てはまる　■	どちらともいえない　■	どちらかというと当てはまらない　■	当てはまらない

ࣗ分という人間についてじっくり考えることができた

ࣗ分が本当にやりたい事はԿかについて
くਂ考えることができた

く事に関する情報を෯った࣋ຯをڵ
集めることができた

ࣗ分のڧみや志向と、将来の事のことをつな͛て
考えることができた

就職先を確定するにあたり、ࣗ 分がॏ視する
基準が分からなかった

就職先ܾ定を振り返ると、̓ қにܾめてしまった
とײじる

就職先について、もっと くਂ考えるきだったとࢥう

就職活動中に、もっとଟくのબࢶを
検౼すきだったとࢥう

※学生全体／୯一回答

※就職確定者／୯一回答
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ᐆດなબ社ج४と
ෆ͕ট̓͘౼ݕ қな意ܾࢥఆ
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　こうした現状は、P15で紹介した学生たちのみやෆ҆
に加えて、൴ら就職活動中の学生とする関係者のから
もうかがうことができる。
　採用Τージェント（就職支援を行う人材サービス）のキ
ャリアアドバイザーからは、企業બびの基準や軸が定めら
れないままにෳ数の内定を取ಘし、採用にある内定先企
業からૣظの意ܾࢥ定をഭられた結果、े分な検౼をਚく
せない状態で入社先をܾஅしなければならͣ、ܾ定後も
む࢟がޠられた（ࠨ下コラム）。
　加えて、大学のキャリアセンターの担当者に、学生の相
談内容やࠔりごとの向をਘͶた結果では、े分に探索活
動をਚくせていない࢟やܾஅできͣに就職活動が長ظԽし
ている現状も示された（ӈ下コラム）。

　以上により、採用活動のૣظԽや内定が出やすいڥの
中で、બ社基準のᐆດさや軸が定まらないままの意ܾࢥ定
に課題が見डけられる。新卒の就職活動は、人生の中でࣗ
身のライフキャリアを考える最ॳの貴ॏなػ会であるにも
かかわらͣ、҆қなܾ定の下に入社した場合、ͦれは入社
後Ϊャップやૣظ職につながる可能性がある。
　また、今後テクϊロジーの進లにい、就職活動のޮ率
Խはさらに進むと予される。実際、すでに就職活動にお
いて3割の学生が生成A*を活用しており、ͦのうち39.7
％が生成A*の回答をͦのままΤントリーシートなどに利用
している。就職活動のෛ担ܰݮはܴすき動きだが、一
方で学生がࣗらのライフキャリアについてਂく考えるػ会
をୣってしまうような過なޮ率Խには৻ॏなٞが求め
られる。ٯに新卒の就職活動でライフキャリアについて、
は、ͦの後の人生においてもࣗ身のライݧ考をਂめた経ࢥ
フキャリアをࣗ分らしく考えるश׳となるだΖう。

˔ キϟϦΞΞドバイβー̨ ͞Μ

、向としてஶに見られるݦ今の学生たちにࡢ　
ࣗ分なりの企業બびの基準や軸を明確に定めな
いままに就職活動を進め、ෳ数の内定を取ಘし

た上で比ֱ検౼していることが一൪に͛ڍられます。
軸を定めるためのࣗݾ探索、ڥ探索がे分に行わ
れていない状態でも、比ֱ的容қにෳ数社から内定
が取ಘできるڥとなっているためです。
　ͦのഎܠとして、採用によって企業が採用活動
の時ظをૣめた上、ૣظに内定を出して学生を確อし
ようとしていることが考えられます。内定डのܾஅを
ഭられるために、学生たちは探索活動にे分な時間を
かけることができͣ、検౼をਚくせないままに入社先を
ܾめ͟ るをಘないのが実情なのです。ͦのため、入社
先をܾஅしてからも、ࣗ らのબが本当に正しかったの
かとʑとする学生もগなくありませΜ。
　探索ෆ足のݪ因としては、コロナՒ以߱、大学生
活が制ݶされたことが発となって、部活やサークル
活動、アルバイトなどڵຯ・関৺の材料となる経ݧが
ෆ足していることも考えられます。また、近年の学生の
、有したりڞで情報を࢜質のมԽにより、就活生同ؾ
先ഐに相談したりするような関係性が築きにくくなって
いることも影響しているといえͦ うです。

୳ࡧෆでもఆ͕ಘらΕるࠓの就活 学生の相談を受ける
大学キャリアセンター担当者の声

●「やりたいࣄがݟつからない」「自
がԿにいているかからない」と
૬ஊしてくる学ੜが多い。

●選考࣌期が年ʑૣくなͬており、 内定ঝ
ॻの提出ૣくなͬているため、 このま
までは内定ঝॻ提出ޙのࣙ退につなが
るのではないか。また、ब職活動のऴྃを
ഭる「オワϋϥ」૿えͦうで৺。

●ब職活動のෆௐをૌえるはݮり、
。にૣ期選考に関する૬ஊが૿えたٯ

●ೲಘײを持ͬてब活をऴえることେͩࣄが、 こͩ
わりを持つあまり、 なかなか進࿏決定ができͣにब
活が長期Խしている学ੜ一部ݟडけられる。

●内定先への入社ෆ҆が多くなͬた。
企業による内定ޙのフォローがܽか
せないとײじる。

●ෳの内定の中から、 どの企業を選Ϳき
かͬているという૬ஊが૿えている。 決定
にࢸらͣ、 ब活をܧ続する学ੜいる。

୳ࡧෆ͕入社ઌの
ೲಘײの͞にもදΕている
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